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    淡江大學日文系於去年開始設計服務導覽課程，嘗試如何將服務
課程融入日語教學當中。論者於本期刊上一期，亦曾以教師之立場，
來探討大學教育中服務課程的意義、授課方式以及未來展望等議題。 
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In the Japanese department of TKU, it is designed a course a volunteer 
tour guide class first time. The last issue has taken up the significance of 
the volunteer activity in the university education and the action by the 
class, a future problem in the viewpoint of the teacher and discussed it.  
This report takes up "the service diary" of the student first. And this 
report analyzes "the reflection record" that students summarized the 
opinion of the discussion of the group and the questionary survey on an 
end of academic year and wants to watch reaction and the satisfaction of 
students. This report watches a process and the result of the volunteer 
activity from the viewpoint of the student in this way, and the purpose of 
this report is what investigates a new action to the future problem and 
practice. 
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2009 年の 9 月から 2010 年の 5 月まで、四年生のガイドクラス履






表 1 必要な書類の一覧  
通し番号  書類の形式  
1 契約書  一式三部（学校、服務先、担当教師各一部）服
務開始前に、契約を結ぶ。  
2 服務日誌  学生が毎回服務後の記録として書き残す。  
 
3 反省記録  一学期に二回（中間と期末前後）、グループご
とに服務期間中の問題と今後の課題を討論し
て記録する。  
4 監督評価表  服務先からの服務活動参加学生に対する評価
と意見。  
（作成者：劉 徳敏）  
 































合は、会話(四 )の単位が認定されないこととなる。  
 
3．実施の成果  




















2.  水源地雖有意義，但一般的人無法參觀。  
（水源地は見学の意義はあるが、一般の人が簡単に見学
できない。）  



























































































































表 3 学生のグループ反省記録にみられる反省点  

























6.  多數的日文解說牌有錯誤。  
（多くの日本語の案内標識や解説に間違いがある）  
7.  用最淺顯易懂的方式介紹。  
（一番分かりやすいやり方で解説すること。）  

















12.  若有多個地點，須先規劃好行程動線。  
（もし、観光したい所が複数あれば、先に計画的にコー
スをデザインしておく必要がある。）  
13.  安排適當休息時間，且依照旅客年齡做適當調整。  
（適当な休憩時間を入れること。さらに観光客の年齢に
照らして、それを適当に調整すること。）  











3．3 ガイドクラスのアンケート調査から  
このような一年間のガイドクラスの授業と服務ボランティアに
ついて、クラス全員を対象にアンケート調査を行った。調査当日に
欠席者が 1 名あり、22 名が調査対象となっている。  
アンケート調査の項目は全 12 問である。問 1 から問 11 について






















（作成者：劉 徳敏）  
 














































（作成者：劉 徳敏）  
 


























の結果をグラフで示すと、以下の図 2-5 と図 2-6 になる。  
 
 
（作成者：劉 徳敏）  
 





















んだ者が半数以上の 55%もいた。また、3 の回答者は 36%であった。
そして 4 と答えたのは 9％で、5 の回答者はいなかった。このような



















































（作成者：劉 徳敏）  
 
以上の図 2-9 からわかるように、全体の 59％の者がボランティア
ガイドの経験について、非常によかったと思っていることがわかる。












































表 4 学生からの日本語ガイド服務課程の授業についての感想  






































（作成者：劉 徳敏）  
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